
事業番号 ２０６

遺産地域等貴重な自然環境保全推進費 担当部局庁 自然環境局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成21年度～ 担当課室 自然環境計画課 課長　亀澤　玲治

事業名

会計区分 一般会計 政策・施策名
5. 生物多様性の保全と自然との共生の推進

5-2　自然環境の保全・再生

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
世界遺産条約第４，５条

関係する計画、
通知等

-

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

　「世界遺産条約」では、自国の領土内に存在する顕著な普遍的価値を有する物件を認定し、世界遺産として認められた価値については将
来にわたって保全することが国際的な責務とされている。このため、既登録地の「屋久島」、「白神山地」、「知床」、平成23年度に新たに登録
された「小笠原諸島」において順応的保全管理を推進するとともに、候補地の「奄美・琉球」の新規登録を目指す。
　また、平成24年は世界遺産条約が採択されてから40周年となる年であり、世界遺産条約40周年記念行事を我が国で開催することで、我
が国及び世界の遺産地域の保全管理の質の向上に貢献する。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　既登録地の「屋久島」、「白神山地」、「知床」については、植生の変化やシカの食害など長期的なモニタリングを実施し、その結果を科学委
員会を通じて対策に反映させる順応的な保全管理を一層充実させる。
　平成23年度に新たに登録された「小笠原諸島」については、順応的な管理を推進するとともに、外来種対策の継続や観光利用の適正管
理などの遺産登録時の勧告に適切に対応するため、科学委員会や地域連絡会議の体制の強化等を行う。また、候補地の「奄美・琉球」に
ついては、世界遺産の新規登録に向けて必要な各種資料の作成を行うとともに、動植物に係る情報の整理、保全管理上の課題についての
検討を行う。
　また、世界遺産に係る国際的な議論に積極的に参加するため、関係省庁と連携して世界遺産条約40周年記念行事等を開催する。

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

0 0 0

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 108 84 92 79 0

補正予算 0

繰越し等 0 0 0 0

108 84 92 79 0

執行額 100 81 91

執行率（％） 93 96 99

成果指標 単位 22年度 23年度

％ - -

24年度
目標値

（　　年度）

遺産地域等の適切な保全管理
（遺産地域等の適切な保全管理を図る事業のため、定
量的な成果目標を示すことは困難）

成果実績 - - - - -

達成度

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 22年度 23年度 24年度 25年度活動見込

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

-

- - -

-

-

(         -        ) (         -        ) (        -      )

単位当たり
コスト

- 算出根拠 -

順応的な保全管理体制の構築
（科学委員会を通じた順応的な保全管理等を行う事業の
ため、定量的な活動指標を示すことは困難）

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

職員旅費 1 0
事業の統合を行い、新しい日本のための優先課題推進枠の事業として要望を行う。

78 0

79 0

環境保全調査費

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　　　　　　　　　　　　平成２５年行政事業レビューシート （環境省）

計



-

-

○

○

171

・自国の領土内に存在する顕著な普遍的価値を有する物件を認定
し、世界遺産として認められた価値については将来にわたって保全す
ることは,締約国の義務である。
・世界遺産としての価値が損なわれ、ガラパゴス諸島のように危機遺
産リストに掲載されないよう、適切な保全管理を行う必要がある。

-
所管府省・部局名

備考

外部有識者の所見

評価に関する説明

事
業
の
効
率
性

事業番号 類似事業名

・支出先の選定にあたっては、透明性・公平性・競争性を
確保するため、一般競争契約や随意契約・参加者確認
公募方式、随意契約・企画競争方式を導入している。

重
複
排
除

○

○

○

○

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事
業
の
有
効
性

・科学委員会における検討結果等を踏まえ、順応的で、
適切かつ効率的な保全管理等を行っている。
・外来種対策やモニタリング調査等の実施にあたって
は、実施計画等を策定し、計画的な事業の実施に努め
ている。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。
（役割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

-

平成24年平成23年

-

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

-単位当たりコストの水準は妥当か。

現
状
通
り

平成22年

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

広く国民のニーズがあるか。国費を投入しなければ事業目的が達成できないのか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

行政事業レビュー推進チームの所見

明確な政策目的（成果目標）の達成手段として位置付けられ、優先度の高い事業と
なっているか。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

受益者との負担関係は妥当であるか。

国
費
投
入
の

必
要
性

事業所管部局による点検

170 162

関連する過去のレビューシートの事業番号

引き続き効率的な執行に努めること。

事業の統合を行い、「日本の国立公園と世界遺産を活かした地域活性化推進費」として新しい日本のための優先課題推進枠で要望を行う。
廃
止

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○

・世界遺産登録地域を適切に保全管理することは、国の義務とされており、国が中心となって自治体等関係機関と調整を図りながら保全管理を推進して
いるところ。
適切な保全管理が行われない場合、世界遺産としての価値が損なわれ、ガラパゴス諸島のように危機遺産リストに掲載される恐れがある。外来種問
題、シカによる食害、オーバーユース、気候変動の及ぼす影響等の課題について、モニタリング結果や科学委員会の検討結果等を踏まえ、計画的かつ
適切な事業の実施に努めてきているが、世界遺産としての価値を維持するためには更に取組を推進する必要があるため、必要に応じて管理計画等を見
直しつつ適切かつ効率的な事業の推進に努める。
・遺産地域の保全管理を行う各地域の関係機関が相互の情報共有を行い、世界遺産地域全体の保全管理のレベル向上に努めるとともに、各地域のレ
ベル向上を通じて効率的な事業執行ができるよう努めた。事業執行にあたっては、引き続き、情報共有等を通じた効率的な執行に努める。
・候補地である奄美・琉球については、世界遺産の新規登録に向けて必要な価値の整理や保全措置など、既登録地の保全管理の情報も共有しつつ登
録実現に向けた取組を効率的に推進するよう努めるとともに、関係機関や専門家等と連携・協力を図りながら地域の現状にあった適切な対応を行う必
要がある。
・なお、平成25年度からは小笠原諸島の希少な動植物種の把握調査や外来種対策の検討を重点的に実施してきた「世界遺産委員会の勧告を踏まえた
小笠原諸島保全管理対策」を本予算に組替え計上し、同対策による成果を踏まえ、希少種の保全管理や外来種対策の検討、関係機関等との連携・役
割分担による管理体制の強化など、一体的な事業の実施にも努める。

評　価項　　目

点
検
結
果



※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

環境省

９１百万円

自然遺産登録地4地域について順応的保全管理を実施するとともに、

候補地「奄美・琉球」について推薦に向けた価値の整理や保全措置を

実施

A.（一財）自然環境研究センター

２．７百万円

【一般競争】
第36回世界遺産委員会の審議参画に伴う対

処方針作成支援、会期中の情報収集・整理・

分析等

釧路自然環境事務所

２７百万円

※その他諸経費（旅費等） １．４百万円

外務省

８．８百万円

B.（株）JTBコミュニケーションズ

６３．７百万円（うち、環境省負担分８．７百万円）

【企画競争】

世界遺産条約40周年記念事業の開催に係る企画運営

C.専門家５名

０．５百万円（うち、環境省負担分０．１百万円）

【少額随契】

世界遺産条約40周年記念事業に係る成果文書の作成

D.公益財団法人、NPO法人等（３社）

１６．１百万円

【一般競争】

科学委員会の運営、知床データセンター（HP）のデータ整

備、登山道管理

E.NPO法人北の海の動物センター

２．４百万円

【参加者確認公募方式】

日露隣接地域における生態系保全調査

F.NPO法人、民間会社等（６社）

７．７百万円

【少額随契】

遺産地域における情報提供、海洋観測、登山道管理、動

植物調査等

※その他諸経費（知床世界遺産年次報告書印刷等） ０．８百万円

東北地方環境事務所

１１．２百万円
G.民間会社、財団法人等（３社）

７．３百万円

【一般競争】

科学委員会の運営、白神山地自然環境保全地域自然環

境調査、モニタリング成果の一元化

H.民間会社（４社）

３．８百万円

【少額随契】
白神山地自然環境保全地域の巡視、気象観測用機器の

整備、遺産地域における動物相調査、モニタリング試料

の分類・集計等

※その他諸経費（白神山地世界自然遺産地域普及啓発パンフレットの改訂等） ０．１百万円

関東地方環境事務所

１０．４百万円

I.（株）プレック研究所

１０．４百万円

【一般競争】

小笠原諸島世界自然遺産地域における順応的管理の検

討

九州地方環境事務所

１０．３百万円
J三州技術コンサルタンツ（株）

０．７百万円

【一般競争】

屋久島世界遺産地域における避難小屋トイレ周辺の水

質調査

K.アジア航測（株）

９．１百万円

【参加者確認公募方式】

屋久島における絶命危惧種保護管理方策の検討

L.（株）千代田ラフト

０．５百万円

【少額随契】
屋久島マナービデオの改訂

那覇自然環境事務所

１９．５百万円

M.（財）自然環境研究センター

８．５６百万円

【総合評価】

奄美・琉球の世界遺産暫定一覧表の記載に必要な文書

の作成等

N.（株）琉球人材派遣センター

０．４６百万円

【一般競争】

奄美・琉球の世界自然遺産推薦に係る各種資料の整理・

作成の補助

O.国立大学法人鹿児島大学

６百万円

奄美・琉球に係る学識者のネットワーク構築及び登録に

向けた推薦書の案の作成

【企画競争】

P.いであ（株）沖縄支社

２．２百万円

GISを用いた各種資料の整理・作成
【不落随契】

Q.民間会社（２社）

１．９３百万円

奄美地域の国立公園指定に向けた推進業務、西表国立

公園の指定40年に係る公園史の検証

【少額随契】

※その他諸経費（消耗品等） ０．３５百万円



計 2.4 計 8.56

消費税及び地方消費税 0.41

消費税及び地方消費税 0.1 その他 資料整理、IUCN専門家レポート作成料等 0.73

一般管理費 0.3 一般管理費 0.9

印刷製本費 会議資料、報告書 0.1 印刷製本費 シンポジウムポスター等 0.5

借料及び損料
専門家会議等に係る会議室借料、お茶代、
レンタカー、燃料費等

0.1 会議費 シンポジウム開催 0.11

旅費 専門家会議、打合せ 0.9 旅費 シンポジウム開催 1.64

0.2 人件費 シンポジウム開催、暫定リスト案作成 3.77

諸謝金 専門家会議等　延べ40人 0.7 諸謝金 シンポジウム開催 0.5

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 計 9.1

E.NPO法人北の海の動物センター M.（一財）自然環境研究センター

11.6

消費税及び地方消費税 0.43

受注者負担分 ▲ 0.08

印刷製本費 報告書　19部 0.1

一般管理費 1.13

旅費 情報収集・現地調査、打ち合わせ 0.79

借料及び損料 レンタカー　20回 0.13

人件費
計画策定準備、情報収集、絶滅危惧種抽出、分布計画
立案及び調査等　延べ188人 5.6

諸謝金 ヒアリング 1

D.（公財）知床財団 K.アジア航測（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

備考 計 10.4うち、環境省負担分８．７百万円

計 63.7

消費税及び地方消費税 2.6

その他

一般管理費 管理費 5.3

5.3

借料及び損料 会場借料，会場設営，車両借上等 17.7

使　途

旅費

0.03 0.6

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.（一財）自然環境研究センター G.（株）地域環境計画

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 研究主幹、研究員A　42人日 1.8 人件費 科学委員会の準備及び運営

0.47
世界遺産委員会（サンクトペテルブルク）参
加旅費

1.3

印刷製本費 報告書　10部

諸謝金 委員謝金 0.14

旅費 科学委員会準備、運営

一般管理費 0.3 会議費 開催に伴う会議室借料、お茶代 0.1

消費税及び地方消費税 0.1 印刷製本費 報告書作成 0.22

一般管理費 0.4

専門家会議等

2.7

レセプション費用等

消費税及び地方消費税 0.14

金　額
(百万円）

人件費

人件費 通訳，翻訳，警備等 18.94

旅費 国際航空運賃，宿泊費，国内移動費等 6.76

会議費

人件費 科学委員会運営　延べ150人日 4.9

計

広報関連資料等、事務局連絡費等、報告書作成費等

B.（株）JTBコミュニケーションズ

7.1

I.（株）プレック研究所

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

計 2.9

旅費 科学委員会、打合せ 3.7

諸謝金 科学委員会等　延べ48人 0.7

1.2

印刷製本費 会議資料、報告書、ニュースレター 0.2

借料及び損料 会議室借料　延べ4回、船舶借料 0.3

一般管理費

消費税及び地方消費税 0.6

本業務は請負契約であり成果物の対価として
支払いを行うものであるため、精算報告書等
の提出を要さないが、国費の支出の透明性を
図るため任意で提出依頼を行ったところ回答
を得ることができなかった。



計計

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 計

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 2.2

消費税及び地方消費税 0.1

一般管理費 0.1

人件費 技術者（GIS） 2

計 6

消費税及び地方消費税 人件費に係る租税公課の消費税相当額 0.04

その他 図書、地図等資料購入、調査・データ整理等に必要な物品の購入 1.61

校正委託費 データ集約・整理に係る人材派遣 0.9

通信運搬費 ヒアリング協力者への通信費等 0.01

印刷製本費 報告書100部 0.21

2.15

諸謝金 ヒアリング、講演等謝金 0.17

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

O.国立大学法人鹿児島大学

人件費 資料整理等 0.9

旅費 現地調査、シンポジウム招聘

計P.いであ(株)沖縄支社

使　途費　目
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）



支出先上位１０者リスト
A.

B.

※うち、環境省負担分８．７百万円
C.

※うち、環境省負担分０．１百万円
D.

E.

F.

G.

H.

I.

7 （公財）知床財団 知床世界自然遺産地域ヒグマ個体数推定のための解析 0.85 少額随契 ‐

8 （公財）知床財団 知床世界自然遺産地域における環境教育に係る業務 0.97 少額随契 ‐

6 （公財）知床財団 知床世界自然遺産地域ヒグマ個体数推定のための調査 0.92 少額随契 ‐

9 安田商事（株） 野生生物撮影カメラ（センサーカメラ）の購入 0.99 少額随契 ‐

5 （有）ククマシステムデザイン 羅臼湖における植生モニタリング手法の検討調査 0.3 少額随契 ‐

4 知床山考舎 知床世界自然遺産地域における硫黄山の登山道等管理 0.7 少額随契 ‐

3 （株）山本電子工業 知床半島羅臼沿岸域における海洋観測ブイを用いた海洋観測等 0.98 少額随契 ‐

2 （株）山本電子工業 知床半島ウトロ沿岸域における海洋観測ブイを用いた海洋観測等 0.99 少額随契 ‐

1 NPO法人EnVision環境保全事務所 知床世界自然遺産地域における情報提供及び資料収集 0.99 少額随契 ‐

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

参加者確認型公募1 NPO法人北の海の動物センター 日露隣接地域における生態系保全調査 2.4

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

0.12

0.16

0.13

4

1

3 （株）エイト日本技術開発 白神山地世界遺産地域におけるモニタリング成果の一元化整備 1.9 3 67%

95%

2 （財）日本森林林業振興会 白神山地自然環境保全地域の自然環境調査等 2.5 2 81%

2.7 1 99%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

第36回世界遺産委員会の審議参画に伴う対処方針作成支援、会期中の情報収集・整理・分析等

1 （株）地域環境計画 白神山地世界遺産地域科学委員会の運営 2.9 1

専門家Ｅ 会合成果文書作成等 0.03

専門家Ｄ 会合成果文書作成等 0.06

専門家Ｃ 会合成果文書作成等

会合成果文書作成等

専門家Ａ

専門家Ｂ

会合成果文書作成等1

少額随契 -

少額随契 -

-

（一財）自然環境研究センター

5

落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

入札者数

少額随契 -

落札率

96%

3 少額随契 -

世界遺産条約40周年記念事業の開催に係る企画運営

2 少額随契 -

63.7 企画競争

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

1 （株）JTBコミュニケーションズ

落札率

1 （公財）知床財団 知床世界自然遺産地域科学委員会の運営 11.6 1 91%

2 NPO法人EnVision環境保全事務所 知床データセンター（HP）のデータシステム整備 3.2 1 90%

3 知床山考舎 知床世界自然遺産地域における登山道管理 1.3 2 59%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 白神マタギ舎 白神山地自然環境保全地域における巡視（奥地地域） 0.9 少額随契 ‐

2 （株）西衡器製作所 西目屋気象観測用日射計発信器の整備 0.8 少額随契 ‐

3 （株）西衡器製作所 白神山地気象観測施設の修繕 0.6 少額随契 ‐

4 白神マタギ舎 白神山地におけるモニタリング試料の分類集計調査 0.5 少額随契 ‐

5 アジア航測（株） 白神山地世界遺産地域における動物相調査の検討 0.5 少額随契 ‐

6 不二印刷工業（株） 白神山地世界自然遺産普及啓発用パンフレットの印刷 0.5 少額随契 ‐

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



J.

K.

L.

M.

N.

O.

P.

Q.

1 （株）プレック研究所 小笠原諸島世界自然遺産地域における順応的管理の検討 10.4 1 95%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 三州技術コンサルタンツ（株） 屋久島世界遺産地域における避難小屋トイレ周辺の水質調査 0.7 5 58%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 アジア航測（株） 屋久島における絶命危惧種保護管理方策の検討 9.1 参加者確認型公募 ‐

1 （株）沖縄文化環境研究所 西表国立公園指定40年に係る公園史の検証 0.98 少額随契 ‐

2 奄美自然学校 屋久島マナービデオの改訂 0.95 少額随契 ‐

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 いであ（株）沖縄支社 GISを用いた各種資料の整理・作成 2.2 不落随契 ‐

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 国立大学法人鹿児島大学 奄美・琉球に係る学識者のネットワーク構築及び登録に向けた推薦書の案の作成 6 企画競争 ‐

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）千代田ラフト 屋久島マナービデオの改訂 0.5 少額随契 ‐

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （一財）自然環境研究センター 奄美・琉球の世界遺産暫定一覧表の記載に必要な文書の作成等 8.56 1 95%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）琉球人材派遣センター 奄美・琉球の世界自然遺産推薦に係る各種資料の整理・作成の補助 0.46 1 46%


